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中国の拡張主義的な政治・軍事戦略は、米国とその同
盟国が重視してきた冷戦後の安全保障を脅かしていま
す。環太平洋地域とより広い世界における勢力の均衡
は、米国国防総省と情報機関が中国の動機と行動をよ
りよく理解し、それに応じて計画を立て、対応する能
力にかかっているとも言えます。この取り組みにおい
て、OSINT（オープンソースインテリジェンス）が役
立ちます。  

中国の夢を理解する  
中国共産党の書記長時代の2012年、習近平は「中国の
夢」に言及し始めました。中国の夢は、経済的支配、
軍事力、技術革新を通じて、中華人民共和国（中国）
を世界の覇権へと導く取り組みです。これが実現すれ
ば、世界屈指の大国として米国を追い抜くことになり
ます。  

中国は、中国の夢を実現することで「屈辱の世紀」の
間に受けた精神的な傷が癒されると信じています。1 
1839年から1949年の間、中国はイギリスとフランスと
の軍事衝突に敗れ、自治が弱体化しました。また、清
王朝が滅亡し、第二次世界大戦中には日本の占領を経
験し、その他にも破滅的な敗北を喫しました。中国の
夢を通じて、現在中国の国家主席を務める習近平は、
「中華帝国」として中国の栄光の日々を取り戻すこと
を望んでいます。中国という国名は、文字通り中国が
地球の経済および軍事の中心地であるという中国人の
思想を反映しています。  

中国の最近の経済・軍事支配への動きは、この意図を
裏付けています。

経済支配の追求 
中国の経済支配にはさまざまな形があります。それ
は、まず中国が近隣諸国、つまり太平洋の島国に勢力
を広げることから始まります。  

近年、中国は太平洋島嶼国への影響力の拡大を目指
し、太平洋全域で小切手外交という野心的なキャンペ
ーンを開始しました。これらの国々に対する中国の財
政的関与の一部は、確かにビジネスおよび経済の正当
な利益に後押しされています。（例を挙げると、中
国は特定の漁業や鉱床などの資源を獲得する必要に迫
られています。）しかし、中国の金融政策の多くは、
太平洋島嶼国の承認を買うことを目的としており、中
国との外交関係の樹立と引き換えに、台湾との同盟関
係を断ち切るよう促します（下記の「台湾問題」を参
照）。  

中国の一帯一路構想は、この種の小切手外交を最もよ
く体現しています。これまで考えられた中で最も野心
的なインフラプロジェクトのひとつであるこの陸海開
発プロジェクトは、東アジアからオセアニア、アフリ
カ、ヨーロッパ、ラテンアメリカまでを物理的に結び
つけようとするものです。それが掲げる目標は、新た
な貿易関係の構築です。2一帯一路構想は、港湾、エネ
ルギー、デジタル・輸送ネットワーク、および雇用の
創出など、太平洋島嶼国に多大な利益をもたらす可能
性があります。  

資源が豊富で高度に発展した国の視点では、これらの
改善がキリバスのような太平洋島嶼国にとってどれほ
ど生活を一変させるか、想像することさえ困難です。
キリバスは33の島々で構成されており、その半分以
上は無人島です。3総面積は313平方マイル強（ロード
アイランドの約4分の1）で、太平洋の約135万平方マ
イルに点在しています。島のほとんどは環礁で、淡水
資源は非常に限られており、しばしば汚染されていま
す。キリバスはすべての燃料と多くの食料を輸入に依
存しています。輸入に関連する費用により、多くの生
活必需品は一般市民には手が届きません。キリバス人
には漁業以外の仕事の機会はほとんどありません。  

一帯一路構想はキリバスの人々の生活をより良くする
ために大いに役立つでしょう。しかし、キリバスや他
の国々は、援助を得るのに一帯一路構想を待つ必要は
ありません 。中国は世界中の発展途上国に援助を行っ
ているからです。  

中国からの融資と援助は、すでにキリバスのインフ
ラ、国の医療制度、漁業などの改善のための資金とし
て役立てられています。4同様に、ソロモン諸島はイン
フラプロジェクトと経済発展のために、中国に5億ドル
の援助を求めたとされています。5   

環太平洋地域以外では、2010年代に中国はアフリカ6

、ラテンアメリカおよびカリブ海7の国々を対象とした
大規模な経済開発イニシアチブに着手し、その見返り
にインフラ、鉱業およびエネルギー関連の大規模な契
約を獲得しました。 

米国とその同盟国は、これらの援助パッケージと融資
を通じて、中国が実質的に台北ではなく北京へと忠誠
心の向きを変えさせるためにこれらの国に金銭を供与
していると考えています。債務トラップとエリートキ
ャプチャーの亡霊が、さらなる懸念材料となっていま
す。  
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中国は、相互の経済的利益のためと称して、発展途
上国に資金を貸し付けています。残念なことに、意
図的に不利な条件が設定されているため、被援助国
が債務不履行に陥るケースも多く見られます。債務
トラップとは、債務国が返済不能となり、資源を中
国に譲り渡さなければならない状況に陥ることを意
味します。このようなシナリオでは、中国がインフ
ラプロジェクトや施設の管理を引き継ぐ可能性もあ
ります。  

スリランカは今、このような債務トラップに陥って
います。スリランカ政府が中国からの融資の返済を
遅延した際、中国はハンバントタ港の99年間のリー
ス契約を返済の手段として受け入れました。ハンバ
ントタには特別な商業的価値はないため、実のとこ
ろ、中国はここをスリランカの天然資源の入手経路
にしたり、物流支援センターとして使用したり、海
軍基地として使用したりするために、この港を要求
したのではないかと懸念する人もいます。8 

最悪のシナリオでは、債務国が エリートキャプチ
ャーに苦しむ可能性があります。このような状況で
は、商取引と不正行為が絡み合い、政府高官や機関
が自国民よりも中国に恩恵を与えるようになりま
す。  

台湾問題

今年、中国共産党が75周年を迎える前夜、習近平
は「一つの中国政策」へのコミットメントを改めて
表明し、台湾の「統一」を達成することを誓いまし
た。9 中国の小切手外交がこの取り組みを後押しして
います。援助と投資の保証があるにもかかわらず、
中国は台湾を承認している国々の立場を中国支持へ
と切り換えさせるために、太平洋島嶼国や他の国に
支出を行っています。そうすることで、中国は台湾
を孤立させ、はるかに強力になった中国との統一に
従順な国に変えることを狙っています。  

習近平は、「統一」という言葉を使うことで、現代
中国が台湾に対して何らかの権利があることを示唆
しています。しかし、いかなる権利も存在しませ
ん。両国には、1600年代にさかのぼる帝国主義と併
合の複雑な歴史がありますが、現在の中国政府、つ
まり国共内戦後の1949年に中国共産党によって設
立された中華人民共和国が台湾を統治したことはあ
りません。中国が現在台湾の主権を主張しているの
は、現代のメキシコ政府がユタ州、アリゾナ州、カ
リフォルニア州を併合しようとしているようなもの

です。これらの土地はかつて、1863年に崩壊した当
時のメキシコ合衆国によって統治されていたからで
す。 

なぜ中国は台湾を併合することにそれほど熱心なの
でしょうか？そこにはナショナリズムがあることは
確かです。また中国は、中国の戦略的地政学的イニ
シアチブの実施において台湾が果たすことができ
る役割のために台湾を欲っしています。中国が西太
平洋への航路を支配するという北京の目標を達成
するためには、台湾が不可欠です。中国の夢の実現
には、台湾の産業（特に半導体製造）も重要です。
したがって、中国は台湾を支配したいという強い願
望を持っています。だからこその小切手外交なので
す。  

そして、その外交はうまくいっています。中国の巨
額の財政支援を受けた国々は、しばしば台湾との関
係を断ち切っているのです。  

一帯一路構想による生活の質の大幅な改善の可能性
と、すでに貸与されている融資が相まって、 キリバ
スは2019年に中国と正式な外交関係を樹立し、台湾
との外交関係を解消しました。その流れにソロモン
諸島がすぐに続きました。10ナウルは今年、中国承認
に乗り換えました。11中国によるアフリカ、カリブ海
およびラテンアメリカ諸国における経済開発イニシ
アチブの発表以来、ホンジュラス、ニカラグア、ド
ミニカ共和国などの国々はすべて台湾との関係を断
ち、中国との関係を築いてきました。12 

台湾は長い間、多くの太平洋島嶼国を支援してきま
したが、中国がもたらす資金と開発機会には及びま
せん。そのため、承認はシフトし続けています。現
在、台湾を承認している国は世界でわずか10数ヶ国
です。13 
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軍事侵略の懸念 
200万人以上が従軍する中国は、今や世界最大の常備軍
を誇っています。人材と兵器の両方への投資を続けてい
るため、米国と肩を並べるまでになっています。14  

中国は拡張主義を促進するために軍隊の配備を行ってい
ます。また、南シナ海では、小さな島々や群島の支配権
をめぐって争っています。米国国防総省は、これらの侵
攻を、この重要な航路を完全に支配するという中国の目
標への布石と見なしています。（全世界貿易の4分の1
は南シナ海を経由しています。これは、液化天然ガスの
輸送においても極めて重要です。15) 

南沙諸島 は紛争中の南シナ海の群島です。南沙諸島
は、島々、小島、100以上のサンゴ礁で構成されていま
す。中国、マレーシア、フィリピン、台湾およびベトナ
ムの各国がその主権を主張しています。25年前、南沙
諸島の戦略的に重要なセカンド・トーマス礁に対する主
張を具体的に示すために、フィリピン政府は第二次世界
大戦時代の船をそこで座礁させました。それ以来、海兵
隊員がこの拠点に駐留しています。16 

近年、セカンド・トーマス礁の座礁船に物資を運ぶフィ
リピン船舶を中国の艦船が妨害し、フィリピンの補給活
動を阻止するために危険な戦術を使用する事例が多発し
ています。さらに、中国の「漁船」（実際には機関銃、
手榴弾、放水砲を装備した中国海警局の補助船舶）は、
軍事力を誇示するため、係争中のサンゴ礁に何週間にも
渡り定期的に停泊しています。17 

さらにわかりやすい事例として、2023年の2週間にわた
って、中国軍はフィリピン沿岸警備隊の巡視船に衝突し
たことが挙げられます。18これは、南沙諸島のもう1つ
の環礁であるサビナ礁の支配権を握るための行動でし

た。サビナ礁は油層の近く、貿易と安全保障にとって重
要と考えられるルート上に位置しています。19 

係争中であるのは南沙諸島だけではありません。台湾が
統治する金門島と馬祖諸島は、その戦略的価値と観光の
可能性が高く評価されています。中国本土のすぐ近くに
あるため、台湾が主権を有することが常に注目を集めて
います。中国は現在、これらの島々を自国が主権を持つ
と主張しているのです。  

長年にわたり、中国はこれらの群島周辺の海域における
台湾の実効支配を容認してきましたが、2024年初め、
中国海警局は金門諸島最大の島の周辺海域への定期的な
侵入を開始し、これまでに数十回実施されています。ま
た、中国海警局は島外海域の台湾人に対して、船舶への
乗船、査察および抑留などの法執行活動を時折行うよう
になりました。20 

11月、台湾と中国の間の緊張が高まり、台北は、太平洋
での演習に向かう途中、多数の中国戦闘機と爆撃機が台
湾上空を飛行しているのを発見したことを明らかにしま
した。21
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米国が懸念する理由 
地球の裏側で軍事侵攻が行われている。小さな島国への援助。これは米
国にとってどの程度重要ですか？ 

米国国防総省と情報機関は、中国が政治的権力および軍事力を利用し
て、冷戦以来、米国、オーストラリアおよびニュージーランドが維持し
てきた政治的関係を略取しようとしているのではないかと懸念していま
す。北京の小さな勝利でさえ、太平洋の舞台では大きな影響が及ぶ可能
性があります。 

キリバスの人口は約121,000人です。5年前に台湾承認から中国承認に回
りましたが、世界の終わりはまだ来ていません 。しかし、キリバスの
ような未だ小さく発展途上の国に援助と軍事作戦を集中させることで、
中国は環太平洋地域の勢力均衡を崩すことができます。このような変化
と米国の台湾に対する条約上の義務が相まって、全面戦争の脅威の可能
性が高まっています。  

より可能性が高いのは、西側諸国のもう一つの大きな懸念である、南シ
ナ海が中国とその同盟国によって完全に支配されることです。アメリカ
海軍協会が指摘しているように、「南シナ海の独占的支配権を獲得する
ことは、[中国が]地域的および世界的な覇権を達成するのに大きく貢献
する」でしょう。22 

中国の支援により、太平洋島嶼国は米国、オーストラリアおよびニュー
ジーランドとの取引においてさらなるレバレッジを得ることができま
す。たとえば、小さな島国Zは、オーストラリアに「中国は、クルーズ
船やコンテナ船が停泊できる埠頭を建設する権利を与えれば、A、Bお
よびCを約束してくれました。もし貴国がそのような埠頭を建設したい
のなら、それ以上の条件を提示してください」と持ちかけることもでき
るでしょう。それぞれの国家には、自国の最善の利益のために交渉する
権利があります。それでも、その交渉力は、米国とその同盟国にとって
は非常に厄介なものです。  

民間と軍の使用を想定した共用プロジェクトの可能性も西側諸国を悩ま
せています。小さな島国Zの埠頭は、クルーズ船やコンテナ船を停泊さ
せるために建設されていると言われていますが、中国が軍艦を派遣する
ことを選択すれば軍艦を停泊させることもできるため、中国と西側諸国
との間の緊張が高まっているのです。  

OSINTがどのように役立つか 
機密情報とは、敵が知られたくないものすべてを意味する、という格言
があります。今日の政治的/軍事的環境において、ワシントンは北京が
何を隠したいのかを知る必要があります。 

OSINTは、公に提供され、商業的に利用可能な情報（PAI/CAI）の収集
と分析からインサイトを得る手法です。このデータは、何十億ものトッ
プレベルドメイン、ディープ/ダークウェブサイト、チャットアプリ、

PAI/CAIとは何か 

PAIおよびCAI は、一般市民が無
料または有償でアクセスできる
情報セットです。調査に利用で
きるPAIとCAIの量は想像を絶す
るほど膨大です。以下がそこに
含まれる情報の一例です。  

 ▪ 既存のニュースサイトやブロ
グサイトに掲載された記事、画
像、動画 

 ▪ ソーシャルメディアへの投稿 

 ▪ 商用衛星画像  

 ▪ ライブカメラ映像のフィード
と交通監視カメラ画像  

 ▪ サーフェスウェブ およびダー
クウェブサイト、チャットルー
ムおよびマーケットプレイス 
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ソーシャルメディアプラットフォーム、オンラインコ
メントで行われた実際のやり取りに含まれています。
最良のOSINTソリューションは、多数の言語で公開さ
れている情報を検索し、ユーザーが選択した言語に翻
訳された結果を返します。   

OSINTソリューションが提供するインサイトは、既存
の政治・軍事シナリオを理解する上で重要ですが、中
国の思惑を解析しようとする場合にはおそらく、さら
なる重要性が見込まれます。  

民主主義社会では、大手メディアページ、ソーシャル
メディアプラットフォームやその他のサイトに、国家
の時代の精神が直ちに表れます。18〜35歳の人々が、
ある政党を別の政党よりも支持しているか知りたい場
合、ソーシャルメディアのモニタリングが役立ちま
す。国際紛争における米国政府の考えられる次の一手
を図表にしたいのであれば、大統領、上院議員、国会
議員、その他の当局者による公開されている投稿は、
知識に裏付けされた推測に役立ちます。  

しかし、中国は違います。  

中国はソーシャルメディアに対して厳格な規制を実施
しているため、市民がどのように感じているかを理解
することは困難です。中国の「グレート・ファイアウ
ォール」（インターネットのトラフィックをフィルタ
リングする包括的な技術システム）は、中国国外から
のユーザーによるアクセスを禁止すると同時に、中国
市民がFacebook、X（旧Twitter）、Instagramなどの
西側諸国のソーシャルメディアプラットフォームにア
クセスすることを禁止しています。WeChat（中国で
はWeixinと呼ばれる）、Weibo、Douyinなどの中国
製のプラットフォームは、政府の厳格な監督下で運営
されています。自動システムとライブモデレーターの
両方が投稿を監視し、検閲します。デリケートなトピ
ック（天安門広場、チベット支持、台湾支持、あらゆ
る政府批判）への言及は、事前に検閲または削除され
ます。同時に、中国政府は大量のボットと人間のコメ
ンターを雇って、ソーシャルメディアを親政府のコン
テンツで溢れさせています。  

政治指導者の考えを解析することも同様に困難です。  

米国には完璧な政治体制はないかも知れませんが、
大統領は明日の朝起きて、公の場で議論したり協議す
ることなくカナダへの侵攻を決定することはできま
せん。  

しかし、不透明で中央集権的な中国政府の場合、習近
平と側近の顧問団がいれば可能です。意思決定は単純
で、ほぼ一方的に決議されます。国家主席以外の党幹
部が表明する意見は、通常、国家主席の意見と一致し
ます。  

この検閲と独裁政治が融合して、OSINTはより重要に
なり、入手も難しくなっています。しかし、OSINTの
ソリューションは、情報機関や米国国防総省、その他
の機関が中国の野望をよりよく理解するのに役立ち、
偽情報からでもインサイトを見出すことができます。
これらの能力により、中国が米国とその同盟国にもた
らす戦略的脅威についての理解が米国に浸透します。
このインサイトにより、米国は自国の最善の利益を守
るために必要な戦略的、作戦的、戦術的な行動をより
適切に計画することができます。  

OSINTのソリューションは、国営メディアや公式声明
の分析を通じてこのインサイトを収集しています。属
性管理機能は、ユーザーがデジタルフットプリント
を偽装してグレート・ファイアウォールを突破するの
を支援します。貿易データと外国直接投資に関するデ
ータは貴重であることが証明されています。調査論文
からは、情報部員が中国の研究開発の優先事項につい
てのインサイトを得ることができます。船舶追跡デー
タと衛星画像は、中国の海軍活動の手がかりとなりま
す。台湾、フィリピン、その他の太平洋島嶼国からの
特定のソーシャルメディア投稿も同様です。特に、紛
争海域またはその近くで軍艦や武装した「漁船」につ
いて議論したり撮影したりする投稿は大きな手がかり
となります。  

商業に関する発表からも機密情報を得ることができ
ます。たとえば、中国は最近、ゼロエミッションの
原子力商用コンテナ船の建造計画を発表しました。23
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このメッセージは世界の海運業界を対象としていま
した。米国は、この種のプロジェクトでどのメーカ
ーが中国に協力するかを知ることに明確な関心を持
っています。しかしそれ以上に、この1つの発表から
は、OSINTのスマートなアプリケーションによる解析
を経ることで、複雑に重なり合った情報が見えてき
ます。  

アナリストは、原子力商船は燃料がなくても長距離を
航行できるため、中国は資源の豊富な北極圏への航路
を含め、より長い航路を航行できるようになったこと
がわかります。OSINTは、商業コンテナ船に関するこ
の発表が、実際には中国の原子力空母計画を進めるた
めの軍民融合の一環であると、アナリストが判断する
助けとなるかもしれません。中国は、持続性の高い燃
料で運航する船を増やさなければ、世界中に軍隊を展
開したり、台湾を封鎖したりすることはできません。
したがって、商業コンテナ船の建造計画が発表された
ことは、民間船が軍事的な役割を果たすために使用さ
れるという軍民融合を示している可能性があります。 

OSINTのセンチメント分析機能は、アナリストが中国
の政治的および軍事的関与について国際社会や世界社
会がどのように感じているかを判断するのに役立ちま
す。この情報は、中国のシナリオに効果的に対抗し、
米国とその同盟国が中国のキャンペーンに対して取る
べき政治的または軍事的行動に対する現地の支持を得
るために不可欠です。  

センチメント分析は、文章を解読して、特定のテー
マについて人々がどのように感じているかを判断しま
す。キリバスと中国との外交関係樹立に関するメディ
アの報道を簡単に検索すると、キリバス国民はこの動
きに不満を抱いていたことがわかります。さらに踏
み込んだセンチメント分析により、アナリストはその
理由を解明しました。中国との外交関係を築く際に政
府が民意を考慮しなかったことに市民は怒っていたの
です。24 

同様の機能は、アナリストが特定のシナリオについて
のさまざまな国々の見解を判断するのに役立ちます。
南シナ海での中国のフィリピン侵攻を考えてみましょ
う。OSINTソリューションを使用すると、検索を国お
よびメディアタイプでフィルタリングできます。アナ
リストは、まず中国のサイトを検索することを選択し
た場合、メディアが国家によって統制されている国で
は、報道されているのは間違いなく中国政府の見解で

す。台湾がどう感じているかを知るために、アナリス
トが台湾のメディアとソーシャルメディアの投稿のみ
を検索する場合もあります。  

中国は、拡張主義の中国の夢を実現するために、一
連の積極的な政治的および軍事的手段を講じてきまし
た。このような動きは、米国とその同盟国の最善の利
益を損なう一方で、環太平洋地域および世界中の発展
途上国の安定を脅かしています。中国の活動をよりよ
く理解し、対抗するために、米国はOSINTソリューシ
ョンが提供するインサイトを必要としています。  

Babel Street Insights  

Babel Street Insights は、膨大なPAIおよびCAIの情
報源を永続的に検索するOSINTソリューションです。
情報源には、10億を超えるトップレベルドメインに加
え、チャット、ソーシャルメディアへの投稿、ネット
のコメント欄、掲示板で発生した実際のやり取りが含
まれます。Insightsは、200以上の言語（中国語（北
京語、広東語）、アラビア語、ロシア語、その他の非
ラテン文字で表記された言語を含む）を理解し、見つ
かった情報をユーザーが選択した言語に翻訳します。
これらの能力は、米国国防総省と情報機関が中国と世
界中の敵性国家をよりよく理解するのに役立ちます。  

https://www.babelstreet.com/babel-street-insights
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